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携帯 黒 電話 Bluetooth 制 御 基板 キッ ト を お 買い 求め いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 キッ ト に は 下 表 の も の が 含ま れ ま す 。 


名 称 
御 基板 (型番 :TTR-020) 
Micro-USB 充 電 用 コネ クタ 基板 
Micro-USB ケ ー ブ ル 
リチウム イオ ン 充 電池 
SB 充電 器 +5V,1A) 
本 説明 書 (制御 基板 の 説明 書 ) 


携帯 黒 電話 の 取扱 説明 書 

ジャ ン パ バー 線 1 式 

ビン ヘッ ダ (20 ビ ン 分 ) オブ ショ ン 

ピン ソケット (ハン ダ 付 け 治 具 と し て ) オプ ショ ン 
オプション 

マグ ネッ ト 接 続 充 電 ケ ー ブ ル ・ 変 換 ア ダ プ タ | オプ ショ ン 





本 キッ ト を 製作 する に は 、 キ ッ ト 内 容 以 外 に 以下 の 工具 や 材料 が 必要 で す 。 
* 配 線 の ハン ダ 付 け に 必要 な 各種 工具 ・ は ん だ 
*・ 制 御 基板 , USB 充 電 基 板 を 取り 付け る た め の ド リル な どの 工具 
・ 制 御 基板 , USB 充 電 基 板 を 取り 付け る た め の ね じ ・ ナ ッ ト ・ 金 具 な ど 


本 キッ ト を 黒 電話 に 組み 込む に は 、 以下 の よう な 作業 が 必要 で す 。 
・ 黒 電話 を 分 解す る 
・ 黒 電話 の 配線 を カッ ト す る 
・ 黒 電話 の 種類 に よっ て は スペ ー ス を 確保 する た め に 、 不 要 な 基板 を 取り 外す 
・ 本 キッ ト の 制御 基板 や 充電 基板 ・ 充 電 コ ネ ク タ を 黒 電話 に 取り 付け る 
・ 本 キッ ト の 制御 基板 に 配線 する 


当方 の イン ター ネッ トウ ェ ブ サイ ト に 写真 入り で 600 形 ・4 号 黒 電話 の 製作 手順 を 掲載 し て いま す の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 
URL : https://ttrmkr.sakura.ne.jp/keitai-kurodenwa/keikuroBT_sell.htm#kit 
また は 浜谷 製作 所 の トッ プペ ー ジ 一 「 携 帯 黒 電話 Bluetooth」 の 「 仕 様 ・ 詳 細 ・ 価 格 等 」 リ ンク 一 「 制 御 基板 キッ ト 」 リ ンク 
・4 号 黒 電 話 の 製作 手順 
・600 形 黒 電 話 の 製作 手順 
・601 形 黒 電 話 の 製作 手順 


基板 ・ バ ッ テ リ ー 一 式 は 以下 の 黒 電話 に 内 蔵 で きる こと を 確認 し て いま す 。 
3 号 
4 号 
600 形 
601 形 


以下 に 配線 の 概略 図 を 示し ます 。 
(下図 は 600 形 黒 電話 を 想定 し て いま す ) 


フッ クス イッ チ 








制御 基板 
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Micro-USB 
コネ クタ 基板 


AC アダ プ タ 
また は 
USB ポー ト 
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制御 基板 と 黒 電話 と の 接続 は 16 ピ ン の CN1 に 集約 され て いま す 。 
CN1 の 端子 の 配置 は 表 1 の よう に な っ て いま す 。 
表 2 に 各 ピ ン の 説明 お よび 接続 先 を 示し ます 。 


表 1 TTR-020 CN1 端子 配置 


ー つ Micro-USB 充 電 用 コネ クタ 基板 へ 
DC 入力 +5V) 
ダイ ヤル イネ ー ブ ル 仙人 
セナ ログ グラ ント | 受話 句 へ 
12| 受 話 器 マ イク 
バッ テリ ー( 一 ) 13 バッ テリ ー( 十 ) コー リ チ ウム イオ ン 充 電池 へ 
| ベル 1 II5|16|] ベ ル 0 ロー ベル へ 


軒 基板 上 |。。 


| 1|MicroUSBD- |D- |IUSB デ ー タ 線 で す 。Micro-USB コ ネ ク タ 基 板 の D- と D+ に 接続 し て くだ さい 。 
急速 充電 可否 の 検出 に も 使用 し ます 。※1 
i き 板 の 一 (GND) と 十 (VBUS ま た は 


4IDC 入 力 5V) 5V 








人 隣 の (D-,D+) に 誤っ て 接続 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 故障 し ます 。 
| 5| ダ イヤ ル パ ル ス |PLS |GND(8 番 ピン ) と の 間 に 黒 電話 の ダイ ヤル スイ ッ チ を 接続 し て くだ さい 。 (4 ペー ジ 目 参照 ) 
| 6| ダ イヤ ルイ ネー ブル |ENB |GND(8 番 ピン ) と の 間 に 黒 電話 の ダイ ヤル スイ ッ チ を 接続 し て くだ さい 。 (4 ペー ジ 目 参照 ) 
| 7 フック スイッチ |HOK |IGND(8 番 ピン ) と の 間 に 黒 電話 の フッ クス イッ チ を 接続 し て くだ さい 。 (4 ペー ジ 目 参照 ) 
II 5.6.7 番 ピン の グラ ンド で す 。 以下 の 線 を まとめ て 接続 し て くだ さい 。 ※2 
グラ ンド GND |・ ダ イヤ ル パ ル ス ・ ダ イヤ ルイ ネー ブル の 共通 端子 
・ フ ックス イッ チ の 片側 
| 9| ア ナ ロ グ グラ ンド IAGND | 受話 器 ア ナ ロ グ グラ ンド (スピ ー カ ー) 
NN 受話 器 ア ナ ロ グ グラ ンド (マイ ク ) 
10| ア ナ ロ グ グラ ンド AGND |9 番 ピン と は 内 部 で 接続 され て いる の で 、 ス ピー カー と マイ ク の 片方 の 端子 が 共通 の 電話 機 の 場合 は 
どちら か の AGND を 使用 し て くだ さい 。 
| 11| 受 話 器 ス ピー カー |SPK | 受話 器 の スピ ー カ ー に つない で くだ さい 。 
受話 器 マ イク 受話 器 の マイ ク に つない で くだ さい 。 
バッ テリ ー(ー) リチウム イオ ン 電 池 の 一 と 十 の 端子 へ 接続 し て くだ さい 。 リ チ ウ ムイ オン 電池 側 の 端子 に は 、 
直 に ハン ダ 付 けし て くだ さい 。 ※3 
の 3 リチウム イオ ン 電 池 の 中 央 の 端子 (T の マー ク ) に は 何 も 接 続 し な いで くだ さい 。 
14| パ ツテ リー() BAT+ IA バッ テリ ー の ①) と (-) を 逆 に 接続 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 故障 し ます 。 
人 A バッ テリ ー を 隣 の BELL や 受話 器 の コネ クタ に 接続 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 故障 し ます 。 
ベル へ 接続 し て くだ さい 。 極性 は どちら で も 動作 し ます が 、 接 続 に に っ て キン 、 コ ン と 鳴る 際 の 
BELL 


高音 と 低音 の 順序 が 逆 に な り ま す 。 ※4 
16| ベ ル 0 


人 BELLO,BELL1 は 、 ベ ル を 鳴ら す 際 に 高 電 圧 (60V) に な り ま す 。 
動作 中 は 、 絶 対 に 指 で 触ら な いよ うに し て くだ さい 。 感電 し ます 。 
表 中 ※ の 内 容 は 3 ペー ジ 目 に て 説明 





條 隣 の ピン な ど 、 ベ ル 以 外 と は 接触 接続 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 故障 し ます 。 
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工作 の ヒン ト ・ 注 意 事 項 : 


配線 一 般 
※ 配 線 は 、 ジ ャ ン パ ー 線 また は ピン ヘッ ダー の どちら か を 使用 し て くだ さい 。 ピン ヘッ ダー の 方 が 金メッキ な の で 長期 安定 性 に 優れ て いま す 
※ ジ ャ ン パ ー 線 の ピン は は CN1 に 直接 差し 込む こと が で きま す 。 抜け や すい の で 、 完 成 後 は ビニ ー ル テー プ な ど で 固 定 し て くだ さい 。 
※ ピ ン ヘ ッ ダ ー は 、 図 の 配線 先 ご と に 、2 ピ ン 、4 ピ ン ご と に 切断 し て 使用 する と 良い で す 。( カ ッ タ ー ナ イフ や ニッ パー に て ) 
は ん だ 付け の 際 に 熱 で プラ スチ ッ ク が 溶け て ピン が ゆ が む こと が ある の で 、 付 属 の ピン ソケット に 挿し た 状態 で は ん だ 付け し て くだ さい 。 
ハン ダ 付 け 後 の ピン ヘッ ダー は 、 絶 緑 や ピン 固定 を 兼ね て 、 ホ ッ ト メ ルト (グル ー ガ ン ) で 固定 する と 良い で す 。 
※ 基 板 の CN1 の 横 に 文字 が 印刷 され て いま す の で 、2 ペ ー ジ の 表 を 参考 に 、 差 し 間違え な いよ うに 確認 し て くだ さい 。 


充電 関連 
※1 携帯 黒 電話 で は 、1 番 ピン (D-) と 2 番 ピ ン (D+ の 接続 状態 を 検出 し 、 充電 速度 (充電 電流 ) を 自動 判別 し ます 。 
Micro-USB コ ネ ク タ 基 板 と 接続 する 場合 は 、GND+5V,D+D- を 制御 基板 と 接続 し て くだ さい 。 
AC ア ダ プ タ ( 充 電器 ) に は D+ と D- が ショ ー ト され て いる も の と 、 何 も 接 続 さ れ て いな いも の が あり 、 ど ちら も 急速 充電 に な り ま す 。 
PC の 場合 、D- と D+ 間 は 接続 され て お ら ず 、D+ ま た は D- と GND と の 間 に 15k オ ー ム 以下 が 接続 され て いま す 。 
この 場合 標準 充電 に な り ま す 。 
充電 速度 を 手動 で 設定 し た い 場 合 、 黒 電話 の 設定 で 充電 速度 を 設定 し て くだ さい 。( 詳 細 は 携帯 黒 電話 の 取扱 説明 書 を 参照 ) 
※ 充 電 用 コネ クタ 基板 は 、 差 し 込み 口 の 台形 が 狭い 方 が 表 な の で 、USB コ ネ ク タ の 面 を 下 に し ます 。 
スペ ー サ ー は その 向き 用 の 長 さ に な っ て いま す 。 
※ オ プシ ョ ン の マグ ネッ ト 接 続 充電 ケー ブル を 使用 する 際 は 、 マ グ ネ ッ ト 変 換 ア ダ プ タ が 奥 ま で 差し 込め る よう 、 
Micro-USB 変 換 基板 の 取付 位置 に 注意 し て くだ さい 。( 黒 電話 外装 に 当たっ て 差し 込め な い 場 合 が あり ます )。 


フッ クス イッ チ の 配線 
※2 フッ クス イッ チ の GND 端子 は フッ クス イッ チ ま た は ダイ ヤル の と ころ で まとめ て か ら 、 こ の ピン に は 1 本 だ け 接 続 する と 配線 が 楽 で す 。 
(特に ピン ヘッ ダ を 使用 する 場合 に は ハン ダ 付 けが 難し く な る た め ) 


バッ テリ ー 関 連 
※3 バッ テリ ー の コネ クタ は 先 に ピン ヘッ ダー 側 を ハン ダ 付 けし 、 コ ネ ク タ を 外し て か ら バ ッ テ リ ー 側 の ハン ダ 付 け を し て くだ さい 。 
( 先 に バッ テリ ー 側 を ハン ダ 付 け す る と コネ クタ 側 の ハン ダ 付 け 時 に ショ ー ト させ る 可能 性 が ある た め ) 
※ 付 属 バ ッ テ リ ー が 劣化 し た 場合 は 、 交 換 用 部 品 と し て 販売 致し ます の で 、 当方 まで ご 連絡 くだ さい 。 
ご 自分 で 交換 用 バッ テリ ー を 用 意 さ れる 場合 、 必 ず 過 放電 ・ 過 充電 の 保護 回 路 付 き の バ ッ テ リ ー を 使用 し て くだ さい 。 
(制御 基板 の 保護 回 路 が 故障 する な ど 最 悪 の 場合 、 バ ッ テ リ ー の 過熱 ・ 発 火 に 至る 可能 性 が あり ます )。 


危険 に 関す る 注意 事項 
※ 高 温 ・ 高 電圧 ( 約 60V) に な る 箇所 が あり ます の で 、 通 電 中 は 回 路 に 触ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


ベル の 配線 (一 通り 完成 し て か ら 確 認 
※4 受話 器 を 置い た まま ダイ ヤル 「9」 を 2 回 まわ す と 「 キ ン 、 コ ン 」 が 連続 し て 鳴り 続け ます 。 
高音 、 低 音 の 順 で 鳴る よう に ベル 0、 ベ ル 1 の 極性 を 決め て 下さ い 。 
また 、 こ の 状態 で 2 つ ベ ル が 正しく 鳴る よう に ベル を 機械 的 に 調整 し て くだ さい 。 





製作 後 の 動作 チェ ッ ク 方 法 : 


以下 の 方 法 で チェ ッ ク を 行う と 、 効率 的 で す 。 
1. か ら 順 に チェ ッ ク し て くだ さい 。 
NG の 場合 は その 配線 を 確認 し て くだ さい 。( 接 続 先 が 間 違っ て いな いか 、 ハ ンダ 付け が 接触 不良 に な っ て いな いか な ど ) 


1. AC ア ダ プ タ を コン セン ト に 挿し 、USB 充 電 ケ ー ブ ル で 黒 電話 と 接続 し ます 。 
「 キ ンコ ン 」 と 鳴 れ ば 充電 入力 の 配線 (ピン No.1 て 4) と ベル の 配線 (ピン No.15,16) と 電池 の 配線 (ピン No.13,14) は OK で す 。 
2. 受話 器 を 置い た まま ダイ ヤル 「9」 を 回 し ます 。 
ベル が 「 ジ リリ リリ ー ン . . . 」 と 繰り 返し 鳴 れ ば 、 ダ イヤ ル の 配線 (ピン No.5,6.8) は OK で す 。 
次 に 受話 器 を 上 げ て 、 ベ ル が 鳴り 止め ば 、 フ ッ ク の 配線 (ピン No.7.8) は OK で す 。 
3. 受話 器 を 置い た まま 「81」 を 回 し ます 。 
ベル が 「 キ ンコ ン . . . 」 と 繰り 返し 鳴り ます の で 、 
引き 続き 、 取扱 説明 書 に 従っ て 携帯 電話 と ペア リン グ ・Bluetooth の 接続 を 行っ て 下さ い 。 
4. 以下 の 手順 で ダイ ヤル し て 別 の 電話 に 発信 テス ト を し て くだ さい 。 
受話 器 を 上 げた 時 に 「 ツ ー」 と 鳴 れ ば 、 ス ピー カー の 配線 (ピン No.9,11) は OK で す 。 
ダイ ヤル を 開始 する と 「 ツ ー」 音 が 消え 、 ダ イヤ ル 完 了 後 2 て 3 秒 ほ ど 経 過す る と 携帯 電話 か ら 発 信 を 開始 し ます 。 
そし て 、 音 声 通 話 の テス ト を し て くだ さい 。 送信 音声 ・ 受 信 音 声 の 確認 を し て くだ さい 。 
OK な ら ば 、 受 話 器 の 配線 (ピン No.9 て 12) は OK で す 。 
5. 別 の 電話 機 か ら 発信 し 、 着 信 の テス ト を し て くだ さい 。 
ベル が 鳴り 、 受話器 を 上 げ て 通話 で きる こと を 確認 し て 下さ い 。 
※4 受話 器 を 置い た まま ダイ ヤル 「9」 を 2 回 まわ す と 「 キ ン 、 コ ン 」 が 連続 し て 鳴り 続け ます 。 
高音 、 低 音 の 順 で 鳴る よう に ベル 0、 ベ ル 1 の 極性 を 決め て 下さ い 。 
また 、 こ の 状態 で 2 つ ベ ル が 正しく 鳴る よう に ベル を 機械 的 に 調整 し て くだ さい 。 
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参考 : ダ イヤ ルス イッ チ の 配線 


ダイ ヤル イネ ー ブ ル は 、 ノ ー マ リ ・ オ ー プ ン の 接点 で す 。 
ダイ ヤル し な い 時 に は グラ ンド と の 間 が ON で 、 ダ イヤ ル 中 に ON し 続け ます 。 


ダイ ヤル パル ス は 、 ノ ー マ リ ・ ク ロー ズ の 接点 で す 。 
ダイ ヤル し な い 時 に は グラ ンド と の 間 が ON で 、 ダ イヤ ル が 戻る 間 に ダ イヤ ル 番 号 に 応じ た 数 の 回 数 、OFF に な り ま す 。 


ダイ ヤル 中 の 端子 の 信号 波形 を 以下 に 示し ます 。 
基板 上 で 3.3V に プル アッ プ さ れ て お り 、 グ ラン ド と の 間 に 接 点 が ある の で 、 
端子 電圧 は 各 ス イッ チ が OFF の と き High( 約 3.3V)、ON の と き Low( 約 0V) に な り ま す 
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ダイ ヤル パル ス ON | | | | 
| 1 
回 し 始め (回 転 ) 后 正 め (を 回 転 ) の 位置 
主 な 電話 機 の 配線 の 色 を 右 表 に 示し ます 。 
念 の た め 、 テ スタ ー 等 で 上 記 の 通り 導通 する か を 確認 し て くだ さい 。 ダイ ヤル バルス | 白 | 実線 | 実線 


ダイ ヤル イネ ー ー ブ ル | 緑 | 点線 | 点線 | 
グラ ンド | 青 | 無印 | 無印 | 





参考 : フ ックス イッ チ の 配線 


フッ クス イッ チ は ノー マリ ・ オ ー プ ン の 接点 で す 。 

受話 器 を 置い た と き に は 開放 で 、 受 話 器 を 上 げ る と 接触 する 接点 の こと で す 。 

た いて い の 電 話 機 に は 2 回 路 あ り ま す が 、 本 キッ ト と 接続 する 際 に は どちら か 片方 を 使用 し て くだ さい 。 

極性 は あり ませ ん 。 片方 を GND に 接続 し て くだ さい 。 
601 形 黒 電話 で は フッ クス イッ チ は 基板 直 付 け の た め 、 基板 の 裏側 に リー ド 線 を ハン ダ 付 けし て 接点 信号 を 取り 出す 必要 が あり ます 。 
この 際 、 ス イッ チ を 電話 機 の オリ ジ ナ ル 回 路 と 切り 離す た め 、 プ リン ト 基 板 の パ ター ン を カッ ト し て くだ さい 。 


念 の た め 、 テ スタ ー 等 で 上 記 の 通り 導通 する か を 一 通り 確認 し て くだ さい 。 


参考 : 受話器 (スピ ー カ ー・ マ イク ) の 配線 


スピ ー カ ー・ マ イク それ ぞ れ 2 線 の 電話 機 (600 形 ・601 形 ) の 場合 は 9.10,11,12 番 ピン を 使用 し て くだ さい 。 
スピ ー カ ー・ マ イク の 片方 が 共通 の 電話 機 (4 号 ) の 場合 は 共通 端子 は 9 番 ピ ン ま た は 10 番 ピン どちら か に 接続 し 、 
11.12 番 ピン に スピ ー カ ー・ マ イク を 接続 し て くだ さい 。 


右 表 に 主 な 電話 機 の 配線 の 色 を 示し ます 。 4 号 電 話 機 : 
念 の た め 、 受 話 器 を 分 解 し て 、 接 続 先 を 確認 し て くだ さい 。 





600 形 、601 形 電話 機 : 
黒 2 本 (極性 無し ) 





白 2 本 (極性 無し ) 


以上 で す 。 
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